
1 .  キファ市内の概況 

 

 

キファ市（北西部）の遠景 

全体的に平坦な地形である。標高は市街地で 110 m～130 m 程度であり、市の西側にある丘でも標高は約 170m である。 

 

 

  

キファ市の商店街 

キファ市は主要な輸送中継地点であり、車の修理屋や機

械工具などを販売している店が多い。 

 

キファ市内の洗濯屋 

市内に 150 軒程度ある。一軒あたり４～５人で運営し

ている。 

 

  

市内のゴミ捨て場 

市内にはゴミ捨て場が点在している。固形ゴミは定期的

に収集されておらず、民家の周辺に捨てられている。 

砂嵐のようす 

砂塵を伴う砂嵐は、年間約 50 日（月平均４日）季節に

係らず平均して発生する。 

 



２．キファ市の給水状況 

 

  

井戸からの直接水汲み（その１） 

井戸からの水汲みは、主に婦女子の仕事となっている。

容器は、20 リットル程度のポリエチレン製である。 

井戸からの直接水汲み（その２） 

滑車を利用して水を汲んでいる。この井戸では子供が

水を汲んでいる。 

  

ロバの水売り人（その１） 

水売り人が、公共井戸から水を汲んでいる様子。常時

２～３人が水を汲んでいる。井戸の周りは水浸しにな

っており、ロバのし尿等で井戸水が汚染されている可

能性がある。 

ロバの水売り人（その２） 

キファ市には、このような水売り人が 300 人程度営業

している。ロバ引きの荷車には、200 リットルのドラム

缶を載せている。 

  

給水車用の井戸 

市内に 1,060 箇所ある井戸の中で、最も水質がよく、

水量も多い井戸。コーダワジの近くにあり、水深も８

ｍ程度と浅い。給水車用の井戸として使われている。 

給水車に水を注入している様子 

現在、８台の給水車が稼動している。主にホテル等の

大口需要家に水を販売している。給水車による１日当

りの水販売量は、500m3 程度である。 



３．水源地の概況 

 

  

JF-13A 揚水ポンプ場 

揚水試験の様子。JICA 開発調査（'97～'98 年）で開発

された井戸。計画揚水量は 25 m3/h である。 

 

JF-2 揚水ポンプ場 

JICA 開発調査（'97～'98 年）で開発された井戸。計画

揚水量は 8 m3/h である。 

 

  

JF-5A 揚水ポンプ場 

JICA 開発調査（'97～'98 年）で開発された井戸。計画

揚水量は 5 m3/h である。 

 

JF-7B 揚水ポンプ場 

JICA 開発調査（'97～'98 年）で開発された井戸。計画

揚水量は 10 m3/h である。 

 

  

F5 揚水ポンプ場 

SONELEC による調査で開発された井戸。計画揚水量は

37 m3/h で、６本の井戸で最大である。 

 

F6 揚水ポンプ場 

SONELEC による調査で開発された井戸。計画揚水量は

15 m3/h である。 

 



４．計画施設予定地の概況 

 

  

導水管路布設予定ルート 

岩が露出している地域があり、その地域では地上配管

が必要である。 

 

送水ポンプ場予定地 

市内から約 8km 北西に位置し、ヌアクショット－キフ

ァ間の幹線道路から北に約 50 m 入った場所である（こ

こでは土質調査が実施された）。 

 

  

送水管路布設予定ルート 

管路はヌアクショット－キファ間の幹線道路（通称「希

望の道」）の側道に布設される。 

 

配水池建設予定地 

市内の西側の高台にある。この地点の標高は 169 m で

ある（ここでは土質調査が実施された）。 

 

  

配水本管布設予定ルート 

市内の主要道路は、アスファルト舗装されているが、

一部損傷している箇所がある。また道路沿線には電線

が通っている。 

配水本管布設予定ルート 

予定ルートの幹線道路には一箇所ワジ横断橋がある。

ここでは、水管橋が採用される。 

 



５．類似給水施設（アユーン市） 

  

高台にある配水池 

容量は 500 m3 で、円柱形の鉄筋コンクリート製タンク

である。市内には自然流下で配水している。 

 

井戸から配水池までの送水管路 

岩が露出しており、地上配管となっている。管種はダ

クタイル鋳鉄管で、管径は 150 mm である。 

 

  

アユーン市 水利局の深井戸 

アユーン市には水源としての深井戸が４箇所あるが、

そのうち１箇所は枯れて使用できなくなっている。 

市内の公共水栓 

アユーン市には公共水栓が 10 箇所ある。これは蛇口が

２個付きタイプの水栓であるが、６個付きタイプのも

のもある。 

６．類似給水施設（首都ヌアクショット市） 

  

ヌアクショットの公共水栓 

市の中心から遠い地域では公共水栓が多く（ 115 箇所）、

ロバの水売り人が多く存在する。 

 

ヌアクショットの水売り人 

水売り人が水を汲んでいる様子。容器はポリエチレン

製で、１つ 200 リットルのものを使用している。 
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要約 
 

 

モーリタニア・イスラム共和国（以下「モ」国という）（人口 260 万人（1999 年））

はアフリカ北西部サヘル地帯（サハラ砂漠辺縁部）に位置する。「モ」国政府は 1985 年

以降 IMF・世銀との構造調整計画を実施し、着実に経済・財政の健全化を図っているが、

GNP は 390US$（1999 年世界銀行統計）と低く LLDC に分類されるとともに、国家の財

政状況は厳しいものとなっている。 

 

「モ」国は国土の大半が砂漠であり、干魃にしばしば見舞われることから、衛生的

な水の安定供給は国家の最重要課題と認識されている。「モ」国政府は世銀及び IMFの

指導の基に「貧困削減戦略ペーパー（CSLP）」を 2001 年に作成し、都市給水の長期目

標として 2015 年までに都市部の給水普及率を 85％に向上させること、中期目標として

2004年までに人口5,000人以上の都市に給水施設を整備することとしている。本計画は、

「モ」国第３の都市でありながら、ヌアクショット市、ヌアデｲブ市等の既に給水シス

テム整備が実施されている主要１０都市に比べ、給水システムが未整備であるキファ市

(Kiffa Commune)の飲料水供給施設整備プロジェクトであり、「都市水利優先計画

2000-2001」において、全国９都市飲料水供給施設整備プロジェクトと共に、最重要プ

ロジェクトの一つに位置付けられている。 

 

本調査の対象地域のキファ市は面積約 1,200km2 の広さをもつ「モ」国第３の都市で

あり、首都ヌアクショットの東約 600km、同国内部の内陸に位置し、首都と内陸部を結

ぶ流通の重要な中継地点となっている。干魃等の影響により遊牧民が比較的雨量の多い

キファ市および周辺に定住を始めたため、1977 年には人口約１万人たらずの都市であ

ったものが、現在の人口は約 6.9 万人（2000 年）と急増しており、この傾向は今後も続

くと想定されている。 

 

このような急激な人口増加にもかかわらず、キファ市の上水道施設はフランス統治

下に建設された小規模な給水網が 1970 年代に放棄された後、「モ」国政府の劣悪な財政

状況から全く整備されておらず、住民は飲料水を市街地に点在する既存の伝統的井戸及

び水売りの行商人に依存している状況である。そのため、必要とされる水量が絶対的に

不足している上、水源の既存井戸の汚染が急激に進んでいるため、このままの状態では

今後人口が増加した場合、住民の保健・衛生環境が一層悪化することが懸念されている。 

 

このような状況を打開するため、「モ」国政府は我が国政府に対し「キファ市飲料水

供給計画」を要請したが、同市における給水システム建設に係る水源の確認が必要であ

ったことから、我が国は開発調査を実施した（1997-1998 年度）。その結果、人口の急増

を考えれば長期的には水量が十分でないものの、緊急的整備を目的とした給水施設整備
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に必要な水量をまかなえる水質の良い水源の存在が確認され、給水施設の計画が提言さ

れた。この開発調査の結果を踏まえ、「モ」国は日本国へ無償資金協力を要請したもの

である。 

この要請を受けて、日本国政府は本計画の基本設計調査を実施することとし、国際協力

事業団が、基本設計調査団を平成 13年 3月 27日から 5月 5日まで現地に派遣し、さらに

基本設計概要書説明のために平成 13年 10 月 13日から 10月 18日まで現地へ調査団を再

度派遣した。 

 

調査団は、「モ」国関係者との協議及び現地調査を通じ、衛生的な飲料水供給施設の整

備を緊急に実施する必要があることを確認した。本計画の給水対象地域はキファ市の市街

化区域とし、目標年次 2008年の計画人口は約 83,000 人で、人口の 80％を各戸接続で 20％

を公共水栓で給水すること、一人当たり給水原単位は各戸給水で 40㍑／人日（うち 10 ㍑

／人日は市内の既存井戸を水源とする）、公共水栓で 30 ㍑／人日（うち 10 ㍑／人日は市

内の既存井戸を水源とする）とすること、及び配水管網はキファ市を東西の 2ブロックに

分割し、使用量抑制方策としてそれぞれの地区について 1日 7時間の時間給水とすること

とした。 
 

 基本設計の概要を、要請内容と比較して表－１に示す。 

 

揚水ポンプ場（6 箇所）から送水ポンプ場までの導水管の布設延長は、送水ポンプ場

の位置が現地調査の結果、要請時の計画よりも約 3km 市内に近い場所が妥当と判断さ

れたため、要請時の約 17km から約 31km に増加した。一方、送水管布設延長は、上記

のように送水ポンプ場の位置が市内に約 3km 近い方に設定されたこと、また、送水管

ルートが市内を通るルートに変更されたことから、要請時の約 11km から約 8.8km に減

少した。配水池の規模は、目標年次（2008 年）の一日最大給水量の 12 時間分の貯水容

量とし、1,160m3 と設定した。 

 

  なお、配水支管の調達及び布設工事（約 52km）、各戸給水設備の調達及び接続工事、

配電設備の調達及び建設工事(約 23km)について、資材調達と施工を含めた工事全体が

「モ」国側の負担によって実現可能であることを確認し、要請のとおり、「モ」国側で

実施することを確認した。 
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表－１ 基本設計の概要 

   基本設計調査時のミニッツ(2001年4月4日)
調印時の要請内容 

         検討結果 

1. 深井戸揚水ポンプ場の建設 1. 深井戸揚水ポンプ場の建設 
 ・揚水ポンプｘ６台   ・揚水ポンプｘ６台 

2. 導水管路の布設 2. 導水管路の布設 
 ・ダクタイル鋳鉄管（口径100～200mm）      

L=約17km 
 ・ダクタイル鋳鉄管（口径100～200mm）  

 口径100:L=約15.5km 
  口径150:L=約13.7km 
  口径200:L= 約2.3km 

3. 送水ポンプ場の建設 3. 送水ポンプ場の建設 
 ・送水ポンプ x 3台   ・送水ポンプ x 3台 
 ・受水槽（V=40m3、RC造）ｘ１基   ・受水槽（V=40m3、RC造）ｘ１基 

4. 送水管路の布設 4. 送水管路の布設 

 ・ダクタイル鋳鉄管（口径250mm） 
L=約11km 

  ・ダクタイル鋳鉄管（口径250mm） 
     L=約8.8km 

5. 配水池の建設 5. 配水池の建設 
 ・配水池（地上置：1000m3、RC造）ｘ１基   ・配水池（地上置：1160m3、RC造）ｘ１基 

6. 配水施設の建設 6. 配水施設の建設 
 ① 配 水 本 管 の 布 設 （ 口 径 63 ～ 300mm ）    

L=約43km 
① 配 水 本 管 の 布 設 （ 口 径 63 ～ 250mm ）         

L=約42.5km 
 ②公共水栓の建設 ②公共水栓の建設 
   ・水  栓：39箇所   ・水  栓：39箇所 
 ③Belemtar地区給水施設 

・既存井戸用ポンプの設置ｘ1台 
③Belemtar地区給水施設 
・既存井戸用ポンプの設置ｘ1台 

 ・高架水槽の建設（V=10m3、H=10m）1基 ・高架水槽の建設（V=10m3、H=10m）1基 
・導水管路の布設（GSP 管口径 100mm, 

L=300m） 
 ④ハンドポンプの設置  

・ポンプ１台付：9箇所 
④ハンドポンプの設置  
 ・ポンプ１台付：11箇所（市内既存井戸用：10

箇所、深井戸近隣の既存井戸用：1箇所）  
 ・ポンプ２台付：3箇所  

 
 ・ポンプ２台付：2箇所  

 
  7. ソフトコンポーネント 

・地域住民参加型の水管理体制の確立 

・住民の衛生意識向上のための啓発活動 
 

 

 

「モ」国の本計画の実施担当機関は、水利・エネルギー省水利・下水局である。本計画

の工事完了後、各戸給水施設を含む主要施設の運営・維持管理は、「モ」国において都市

給水事業を担当している SNDE（水公社）に移管される。しかし、SNDE は各戸給水と公

共水栓までの給水を行うが、慣行的に公共水栓での水料金の徴収等の施設の運営・管理

は民間人や水管理組織に委託されている。キファ市においても、公共水栓の運営・維持
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管理は利用者による水管理組織が行うこととする。また、SNDE は水道施設による都市

給水事業を行っており、ハンドポンプ付き井戸による給水は行っていない。したがって、

ハンドポンプ付き井戸についても、地域住民による水管理組織による運営・維持管理を

行うこととする。なお、キファ市における給水施設全体の総括管理は水利・下水局が行

う。 

 

これら本計画の各施設の運営・維持管理機関は表－２に示すとおりである。 

  

表－２ 本計画で整備される給水施設の運営・維持管理機関 

給水施設 施設の所有機関 給水事業運営機関 施設の維持管理機関 

ハンドポンプ付き井戸

13 ヵ所 

水利・下水局 

注１） 

利用者による 

水管理組織 

利用者による水管理組織 

（水利・下水局が技術援助） 

公共水栓 39 ヵ所 水利・下水局 利用者による 

水管理組織 

衛生管理は水管理組織 

施設は SNDE 

揚水ポンプ場、送水ポンプ

場、導・送水管路、配水池、

配水管路等 

水利・下水局 SNDE SNDE 

注１）既存井戸については、現在の所有者がそのまま所有する。 

 

公共水栓とハンドポンプ付き井戸の運営・維持管理組織については、我が国の協力

において、水管理組織を形成し、運営・維持管理方法の指導を行う。また、衛生的な給

水を行っても、水の運搬や各家庭の貯水方法によっては２次汚染が発生するため、水利

用に関する住民の衛生意識向上のための啓発活動を同様に我が国の協力に含める。ソフ

トコンポーネントは、日本人コンサルタント１名と現地専門家（NGO）5 名（リーダー

１名、活動員４名）の共同作業で、施設建設完了前、施設引渡し時及び施設引渡し後に、

合計 10 ヶ月間実施する。 

 

本計画を日本の無償資金協力で実施する場合、概算事業費は 15.58億円（日本国側の負

担事業の概算事業費は 12.73億円、また「モ」国側の負担事業の概算費用は 2.85億円）で

ある。本計画の実施期間は、実施設計：4 ヶ月、入札・業者選定：3 ヶ月、資機材調達・

施工期間：19 ヶ月が見込まれる。 

 

本計画の実施により、キファ市の市街地区（裨益人口：83,000 人、2008 年）に衛生的

な水の供給システムが整備され、これら給水施設の運営・維持管理が適切に行われること

により、キファ市の住民に衛生的な水が安定的に供給される。さらに、住民の衛生意識が

向上し住民が衛生的に水を利用することにより、住民の保健・衛生環境の改善が図られる。 

 

SNDE のキファ市水道事業における運営・維持管理費の年間支出額は約 17 百万円とな
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るのに対し、年間収入は約 42 百万と見込まれており、料金収入だけで「モ」国側の国家

予算による補助がなくても本計画による水道事業の運営・維持管理は十分に行うことがで

きる。 

また、本基本設計調査において実施した住民へのアンケート調査によると、各世帯（平

均 7人）が現在水を入手するために支払っている金額は平均 2,430UM／月であり、一世帯

あたりの平均月収約 38,000UMの 6.4%を水購入に支出している。一方、本計画実施後には、

SNDE の水道料金が適用され一人あたり 30 ﾘｯﾄﾙ／日の水を利用する場合、一世帯あたり

の水購入への支出額は 830UM／月となり、水購入代の家計収入に対する割合は 2.6%と大

幅に減少する。したがって、住民の支払い能力の面において本給水施設計画に問題はない

と判断される。 

 

よって、本計画が日本国政府の無償資金協力で実施される場合、これまで不衛生な既存

井戸の水を飲料水として利用していたキファ市の住民に衛生的な水が安定的に供給され、

住民の保健・衛生環境が大幅に改善されることが期待されるため、本計画の意義は大きく、

運営・維持管理の面でも水道事業として十分に運営できることから、その妥当性は高いと

判断される。 

 

ただし、本計画の成果を達成するためには、「モ」国側の負担事項である、配水枝管の

布設工事、各戸給水設備の接続工事、配電設備の建設工事等を所定の工期内に完成させ、

本計画完成後のキファ市における SNDEの水道事業運営に必要な運転・維持管理要員（21

人）を工事完成までに増員する必要がある。更に、本計画の効果をより確実にするために

は、電力が安定的に供給されること、水源地保護策を十分に行うこと、住民への啓発活動

により住民の保健・衛生意識を向上させ衛生的な水利用が行われるようになることが重要

である。 


	写真
	1.キファ市内の概況
	2.キファ市の給水状況
	3.水源地の概況
	4.計画施設予定地の概況
	5.類似給水施設

	図表リスト
	略 語 集
	要 約

